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略 歴
昭和4年2月11日京都市東山区に生まれる．
昭和16年4月1日京都府立京都第一中学校入学．
昭和20年3月25日同校卒業．
昭和22年4月1日大阪外事専門学校（現大阪外国語大学）ドイツ科入学．
昭和25年3月10日同校卒業．
昭和25年4月1日大阪大学文学部独文学科入学．
昭和28年3月25日同学科卒業．
昭和28年9月1日大阪大学文学部助手（昭和32年3月31日迄)．
昭和32年4月1日関西大学文学部専任講師（昭和35年3月31日迄)．
昭和35年4月1日関西大学文学部助教授（昭和41年3月31日迄)．
昭和38年9月1日フンボルト財団給費生として西独フランクフルト， シュ
トゥットガルトに留学（昭和39年12月31日迄)．
昭和41年4月1日関西大学文学部教授．
昭和60年4月1日関西大学調査研究員として西独に滞在(昭和60年6月30日
迄)．
在学中，大阪外国語大学，大阪大学，京都大学にて非常勤講師を務める．
所属学会
日本独文学会
阪神ドイツ文学会
関西大学独逸文学会
大阪大学ドイツ文学会
研究業績
論 文
・シラー「たくらみと恋」－市民悲劇と社会一(昭和32年10月30日，関西
大学文学論集第7巻第2号）
・シラーの悲劇論｢道徳的施設としての舞台」（昭和32年11月3日，大阪大学独
文研究室編内山貞三郎還暦記念ドイツ文学論集）
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｡「群盗序文｣の一考察(昭和34年7月5日，関西大学文学論集第9巻第4号）
･「名誉を失った犯罪者」犯罪物語におけるシラー（阪神ドイツ文学会ドイツ
文学論孜2）
･Schiller-StatteninStuttgart(昭和41年3月4日，大阪大学独文研究室編内
山貞三郎還暦記念ドイツ文学論集）
･カール学校とFr.Schiller(昭和42年2月20日，関西大学独逸文学会独逸文
学12号）
･Fr.M.クリンガーの一書簡（昭和63年6月15日，関西大学独逸会独逸文学
32号）
･ケーテと同時代人， フランクフルト時代のケーテとFr.M.クリンガー（平成
6年3月15日，関西大学独逸文学会独逸文学38号）
･Fr.M.クリンガー「双生児」点描（平成11年3月，関西大学独逸文学会独
逸文学43号）
、
共同編纂
・ドイツ文学辞典（昭和31年3月31日，日本独文学会編,Mの項一部担当河
出書房）
翻 訳
．「ドイツ詩集｣の中， シラー『歌の力』 （昭和36年10月20日，阪神クヴェレ会）
編纂テキスト
･Erzahlungesstiicke.StifterundSchiller(昭和34年4月5日，青山書店，
共編）
･MeistersttickederdeutschenEssays(昭和35年4月1日，関西大学独逸文
学会編）
･HansCarossa.DerZauberer(昭和36年4月1日，関西大学独逸文学会編）
･ZweideutscheVolksbiicher(昭和37年4月10日，関西大学独逸文学会編
共編）
･WegedesGeistes(昭和38年4月1日，青山書店，共編）
･DeutschesLesebuchfiirAnfanger(昭和41年4月1日，青山書店).
･ImGletscherverirrt(昭和42年4月1日，関西大学独逸文学会編，共編）
･DeutschfiirAnfangerl(昭和44年4月1日，関西大学独逸文学会編）
･DasdeutscheStadtbild(昭和47年4月1日，関西大学独逸文学会編）
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• Neues Lesebuch filr die erste Stufe（昭和50年4月1日，朝日出版社，共
編）
• Elementares Lehrbuch der deutschen Grammatik（昭和54年4月1B,朝
日出版社）
その他
・ンラーとシュトゥットガルト（昭和50年8月1日，三修社基礎ドイツ語）
・大学のある町Stuttgart（鉱和57年9月1日，三修社基礎ドイツ語）
?
